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Abstract:Thisisthesecondreportofaseriesofstudiesontheadaptiveprocesses
intheDepartmentofHumanEnvironmentalStudiesatNagoyaSangyoUniversity・Some
resultsofthefirststudy,whichappearedinNaitoetal．(2005),suggestedthat
thestudentscomingtoournewlyestablisheddepartmentin2004haveonlysuperficial
understandingsofhumanenvironmentalstudiesandenvironmentalstudies・Inthis
paper,takingNaitoetal．(2005)asourpointofdeparture,wepresentresultsof
thesurveyconductedinApril,2005tothesamestudentsaswedidfromSeptember
toOctoberin2004anddiscusstheadaptiveprocessessincethen・Inordertosee
whethertheresultsofthepreviousquestionnairesarespecifictothestudentsin
question,thesamequestionnairesarealsoconductedtothestudentswhonewlyentered
ourdepartmentin2005，Thesedatawillbeusedtocontributetotheadvanceofthe
humanenvironmentalstudiesaswell.
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一
0．はじめに
本研究の目的は、名古屋産業大学人間環境マネジメント学科に所属する学生の入学後の
適応過程を縦断的に調査し、その調査を通じて人間環境という学際的領域のあるべき方向
性を模索し、同時に教育へフィードバックしていくことである。第1回目の調査は2004
年9月から10月にかけて同学科のI期生を対象に実施され､その調査の結果と分析はすで
に内藤・中川・石崎・坂本・高橋(2005)に示されている。本稿では、この内藤ら(2005)ら
の研究を出発点として､第1回目の調査から約半年を経過した平成17年4月に同期生を対
象に行った調査の結果と照合し､その期間の適応過程を考察したものである(3節のみ､平
成17年後期セメスターまでの1年間の適応過程を扱っている)。
また、第2回の調査は、1期生に対して行った第1回のアンケートと同様の項目を用い
てⅡ期生に対しても行われている。この調査は､おもに､第1回の調査で得られた結果が、
その1期生に特有のものなのか、あるいは本学科に入学する学生に共通するものなのかを
実証するためになされている。本研究の目的は縦断的研究にある以上、Ⅱ期生に対する調
査は、1期生への調査結果を検証するものではあるが、必要に応じて、言及されることに
なる。
本稿は､本節および5節を内藤と石崎が担当し､人間環境全般(1節)を中川､環境心理(2
節)を石崎､学生生活の適応(3節)を坂本、国際‘性(4節)を高橋が担当し、本研究の監査役
である内藤を含めた領域スタッフ全員で調査結果や分析の検討を経てまとめられている。
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